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登米市内外各地から、“ホッと”する「はっと料理」が登米市に勢ぞろいし
ます。
定番の「油麩入りはっと」や「あずきはっと」をはじめ、カレーや中華、海鮮

など、この会場でしか食べられない多彩な「はっと」が出そろいます。
会場には近隣地域の郷土料理が味わえるコーナーが設けられるほか、姉
妹都市である富山県入善町のマスコットキャラクター「ジャンボ～ル3世」
も友情出演し会場を盛り上げます。是非、会場にお越しください。
開催日時／平成28年12月4日（日）
開催時間／午前10時から午後2時まで
会　　場／登米市迫中江中央公園（登米市役所迫庁舎前）
内　　容／⑴「はっと料理PRコーナー」

登米市の郷土料理「はっと」のPR販売。広域連携コーナーと
併せて30種類以上の「はっと」を楽しむことができます。
⑵「地場産品販売コーナー」
登米市の様々な地場産品が出店されます。
⑶広域連携コーナー
大崎市、南三陸町、山形県最上町、岩手県一関市、岩手県奥州市
などの郷土料理が出店されます。
⑷観光情報コーナー
登米地域の観光パンフレットの配布及びポスター等の掲示
⑸ステージイベント
はっと踊り、よさこい、ライブステージ、ゆるキャライベント等

問合せ先／「日本一はっとフェスティバル実行委員会」
　　　　　事務局：登米市産業経済部商業観光課　電話　0220-34-2734

「第13回日本一はっとフェスティバル」

登米市観光PRキャラクター登米市観光PRキャラクター観光PRキ観光PRキャラ
「はっとン」
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商
工
会
長
セ
ミ
ナ
ー
・
商
工
会

長
会
議
が
、
十
月
六
日
、
三
十
三

名
の
商
工
会
長
等
が
参
加
の
も

と
、
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ
に
て
開
催

さ
れ
た
。

商
工
会
長
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
全

国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
や
全

国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
、
全
国

和
牛
能
力
共
進
会
の
開
催
概
要

等
、
来
年
度
に
県
内
で
開
催
さ
れ

る
全
国
規
模
の
各
大
会
の
概
要
に

つ
い
て
、
宮
城
県
の
担
当
者
よ
り

説
明
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、「
職
場
健
康
づ
く
り
宣

言
制
度
」
に
つ
い
て
、
全
国
健
康

保
険
協
会
宮
城
支
部
髙
橋
祥
允
支

部
長
か
ら
説
明
が
行
わ
れ
、
事
業

へ
の
理
解
と
協
力
の
要
請
が
行
わ

れ
た
。

そ
の
後
、
全
国
商
工
会
連
合
会

乾
敏
一
専
務
理
事
か
ら
、「
今
後

の
小
規
模
企
業
関
連
施
策
と
平
成

二
十
八
年
度
補
正
予
算
及
び
平
成

二
十
九
年
度
予
算
に
つ
い
て
」
と

題
し
、
昨
今
の
中
央
情
勢
を
踏
ま

え
な
が
ら
説
明
が
行
わ
れ
、特
に
、

商
工
会
の
今
後
の
目
指
す
べ
き
方

向
性
に
つ
い
て
「
経
営
発
達
支
援

計
画
策
定
を
機
に
、
商
工

会
内
で
目
標
を
共
有
し
、

地
域
の
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ

ネ
・
情
報
の
結
節
点
と
な

る
『
地
域
総
合
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
』
と
し
て
の
機
能

を
発
揮
し
、
個
社
支
援
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

地
方
創
生
の
主
役
と
し

て
、
儲
か
る
地
域
を
実
現

し
存
在
感
を
発
揮
し
て
欲

し
い
。」
と
訴
え
た
。

出
席
者
か
ら
は
、「
地

域
の
現
状
は
厳
し
い
が
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
励
み
に
頑
張

り
た
い
」
な
ど
と
、
積
極
的

な
意
見
が
出
さ
れ
、
有
意
義

な
セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
の
商
工

会
長
会
議
で
は
、「
役
員
の

定
年
制
」
に
つ
い
て

審
議
が
行
わ
れ
、
組

織
運
営
活
性
化
委
員

会
で
の
審
議
結
果
を

基
に
審
議
を
進
め
る

こ
と
を
全
会
一
致
で

承
認
し
、
今
後
、
導

入
方
法
等
に
つ
い
て

同
委
員
会
に
て
継
続

審
議
し
て
い
く
こ
と

と
し
た
。

ま
た
、
小
規
模
企

業
支
援
関
連
事
業
の

う
ち
、
①
小
規
模
事

業
者
持
続
化
補
助

金
、
②
経
営
発
達
支
援
計

画
、
③
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

事
業
の
三
事
業
に
つ
い
て

国
の
予
算
及
び
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て

の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

挨拶をする佐藤会長

会長セミナーの様子

小
規
模
企
業
支
援
関
連
施
策
・
予
算
と

今
後
の
商
工
会
活
動

〜
商
工
会
長
セ
ミ
ナ
ー
・
商
工
会
長
会
議
〜

こ
の
度
、商
工
会
関
係
で
次
の
方
が
産
業
功
労
と
し

て
受
賞
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。晴
れ
の
栄
誉

に
輝
か
れ
た
こ
と
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
度 

文
化
の
日
表
彰

高
橋　

正
典
氏

（
女
川
町
商
工
会　

会
長
）

宮城県（地域別）最低賃金 が改定されました。
地域別最低賃金 時間額 効力発生日

宮城県最低賃金 ７４８円 平成28年10月5日

年齢に関係なく、パートや学生アルバイトなどを含め、すべての労働者に適用されます。
賃金が最低賃金以上になっているか、確認してみましょう。

最低賃金に関するお問い合せは、宮城労働局または最寄りの労働基準監督署へ

■ 必ずチェック最低賃金！使用者も、労働者も

栄えある受賞
おめでとうございます
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本
会
と
愛
知
県
商
工
会
連
合
会

で
は
、
各
地
の
特
色
あ
る
商
品
が

互
い
の
地
域
間
で
の
交
流
を
通

じ
、
既
存
商
品
の
ブ
ラ
シ
ュ
ア
ッ

プ
や
新
商
品
の
開
発
等
、
連
携
強

化
に
よ
る
新
た
な
販
路
拡
大
に
繋

げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
仙
台
と
名

古
屋
各
々
を
会
場
に
交
流
物
産
展

を
開
催
し
た
。

本
会
で
は
、
全
国
連
か
ら
の
受
託

事
業
と
し
て
、
若
者
・
女
性
経
営
者

等
研
修
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

十
月
に
は
、
若
手
経
営
者
・
後

継
者
を
対
象
と
し
て
、建
設
業（
十

月
二
十
日
開
催
）、
サ
ー
ビ
ス
業

（
同
二
十
四
日
開
催
）、
商
業
（
同

二
十
五
日
開
催
）
の
三
つ
の
業
種

に
分
け
て
、
経
営
革
新
を
テ
ー
マ

と
し
た
「
若
者
経
営
者
等
資
質
向

上
セ
ミ
ナ
ー
」
を
仙
台
に
て
開
催

し
、
そ
れ
ぞ
れ
約
三
十
名
が
受
講

し
た
。

講
師
に
は
、
各
業
種
に
精
通
し

た
中
小
企
業
診
断
士
を
招
き
、
同

業
者
の
成
功
事
例
等
を
交
え
て
経

営
革
新
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
講

義
を
行
い
、
参
加
者
か
ら
は
「
業

種
に
特
化
し
た
内
容
で
、
同
業
者

の
取
組
み
が
直
ぐ
に
自
社
に
当
て

は
め
る
こ
と
が
で
き
、
イ
メ
ー
ジ
し

や
す
か
っ
た
」等
の
声
が
聞
か
れ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
研
修
会
終
了
後
に

は
、
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
主

催
の
「
業
種
別
商
工
会
青
年
部
員

交
流
懇
談
会
」
も
開
催
さ
れ
、
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
受
講
者
は
経

営
革
新
へ
の
取
り
組
み
等
の
情
報

仙
台
で
の
開
催
は
、
去
る
十
月

四
日
㈫
〜
六
日
㈭
の
三
日
間
、
Ｊ

Ｒ
仙
台
駅
二
階
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

前
に
て
「
商
工
会
あ
い
ち
・
み
や

ぎ
交
流
物
産
展
in
仙
台
」
と
銘
打

ち
、
愛
知
県
の
十
六
事
業
所
と
宮

城
県
の
十
五
事
業
所
が
出
展
し
開

催
さ
れ
た
。

会
場
で
は
愛
知
県
産
品
の
「
ど

て
た
ま
」
や
「
き
し

め
ん
」
な
ど
、
普
段

な
か
な
か
手
に
入
ら

な
い
愛
知
県
の
加
工

食
品
に
興
味
を
示
す

方
が
多
く
、
中
で
も

「
あ
さ
り
せ
ん
べ
い
」

は
、
県
営
名
古
屋
空

港
に
開
設
し
て
い
る

愛
知
県
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
『
ま
る
っ

と
！
あ
い
ち
』
で
一

番
の
売
れ
筋
商
品
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、

多
く
の
お
客
様
が
購

入
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
宮
城
の

ブ
ー
ス
で
は
、女
川
・

南
三
陸
産
の
ワ
カ
メ

や
意
見
を
交
換
し
合
い
、
互
い
の

連
携
を
深
め
た
。

な
お
、
十
一
月
に
は
女
性
経
営

者
等
を
対
象
に
、
事
業
承
継
を

テ
ー
マ
と
し
た
「
女
性
経
営
者
等

資
質
向
上
セ
ミ
ナ
ー
」
を
左
記
の

と
お
り
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。

女
性
経
営
者
等

資
質
向
上
セ
ミ
ナ
ー

【
仙
南
会
場
】

日
時
：
十
一
月
二
十
四
日
㈭

　
　
　

午
後
二
時
〜

場
所
：
蔵
王
町
ふ
る
さ
と

文
化
会
館

【
中
央
会
場
】

日
時
：
十
一
月
二
十
五
日
㈮

　
　
　

午
前
十
時
〜

場
所
：
多
賀
城
・
七
ヶ
浜

商
工
会
館

【
大
崎
会
場
】

日
時
：
十
一
月
二
十
五
日
㈮

　
　
　

午
後
三
時
〜

場
所
：
大
崎
商
工
会
館

【
三
陸
会
場
】

日
時
：
十
一
月
二
十
九
日
㈫

　
　
　

午
後
二
時
〜

場
所
：
東
松
島
市

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
栗
原
・
登
米
会
場
】

日
時
：
十
一
月
三
十
日
㈬

　
　
　

午
後
二
時
〜

場
所
：
登
米
中
央
商
工
会
館

や
ホ
ヤ
、
牡
蠣
な
ど
の
水
産
加
工

品
を
は
じ
め
、
食
材
王
国
み
や
ぎ

を
代
表
す
る
商
品
が
並
び
、
中
で

も
今
が
旬
で
あ
る
「
い
ち
じ
く
」

の
果
実
や
甘
露
煮
の
加
工
品
が
人

気
を
集
め
て
い
た
。

愛
知
県
商
工
会
連
合
会
の
近
藤

課
長
補
佐
は
、「
予
想
し
て
い
た

よ
り
も
名
古
屋
名
物
『
ど
て
煮
』

の
売
れ
行
き
が
良
い
な
ど
、
東
京

な
ど
の
首
都
圏
と
は
違
っ
た
お
客

の
反
応
が
見
ら
れ
、
仙
台
で
の
販

売
を
通
じ
て
分
か
っ
た
こ
と
が
多

く
、
今
後
の
販
路
開
拓
支
援
に
大

変
勉
強
に
な
っ
た
」
と
述
べ
て
い

た
。名

古
屋
で
の
開
催
は
、
十
一
月

六
日
㈰
〜
八
日
㈫
に
名
古
屋
市
金

山
総
合
駅
構
内
を
会
場
に
開
催

し
、
宮
城
県
か
ら
は
七
事
業
者
が

出
展
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

仙台駅での交流物産展の模様

宮城のブースも大いに賑わった

Ｊ
Ｒ
仙
台
駅
に
て
愛
知
・
宮
城
の

物
産
品
を
Ｐ
Ｒ
販
売
！

～
商
工
会
あ
い
ち
・
み
や
ぎ
交
流
物
産
展
in
仙
台
～

若
者
・
女
性
経
営
者
等
を
対
象
と
し
た

資
質
向
上
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

〜
若
者
・
女
性
経
営
者
等
研
修
事
業
〜
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◆
取
り
組
む
き
っ
か
け

当
社
は
あ
わ
び
を
専
門

に
取
り
扱
う
水
産
加
工
業

を
営
ん
で
お
り
、
平
成

二
十
三
年
の
東
日
本
大
震

災
に
て
施
設
、
設
備
の
大

部
分
が
被
災
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

復
旧
支
援
施
策
を
活
用

し
て
何
と
か
事
業
再
建
は

果
た
し
ま
し
た
が
、
失
っ

た
販
路
と
風
評
被
害
は
大

き
く
再
建
の
障
害
と
な
っ

て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は

事
業
継
続
が
困
難
と
思
わ

れ
た
こ
と
か
ら
、
震
災
前

よ
り
検
討
し
て
い
た
贈
答

用「
乾
し
あ
わ
び
」の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
開
発
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

◆
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容

本
補
助
金
を
活
用
し

動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

新
商
品
が
完
成
し
た
事
で
取
引

先
も
増
え
、
今
後
は
新
た
な
事
業

の
柱
と
し
て
育
て
て
既
存
顧
客
以

外
の
市
場
に
も
積
極
的
に
進
出

し
、
経
営
の
安
定
化
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

て
、
商
工
会
並
び
に
専
門
家
の
支

援
を
頂
き
、
高
級
品
の
イ
メ
ー
ジ

を
意
識
し
た
中
国
人
向
け
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
試
作
を
行
い
ま
し
た
。

中
国
人
観
光
客
は
近
年
増
加
し

て
お
り
、
日
本
国
内
に
て
爆
買
い

を
行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
々
あ

る
こ
と
や
、
華
僑
文
化
に
お
い
て

生
で
あ
わ
び
を
食
べ
る
よ
り
も
、

「
乾
し
あ
わ
び
」
の
美
味
し
い
食

べ
方
を
知
っ
て
お
り
、
日
本
人
よ

り
も
「
乾
し
あ
わ
び
」
の
価
値
を

知
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
来
日
中

国
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
ギ
フ

ト
商
品
の
開
発
を
行
い
ま
し
た
。

特
に
、
贈
答
品
文
化
は
中
国
人

の
独
特
の
慣
習
に
あ
わ
せ
た
モ
ノ

が
必
要
で
あ
る
と
想
定
し
、
日
本

の
高
級
感
と
中
国
で
好
む
色
を
組

み
合
わ
せ
ま
し
た
。

◆
実
施
後
の
取
り
組
み

本
事
業
の
取
り
組
み
後
、
高
級

品
食
材
を
取
り
扱
う
販
売
店
よ
り

引
き
合
い
が
あ
り
、
首
都
圏
を
中

心
に
百
個
の
販
売
実
績
が
で
き
ま

し
た
。

現
在
は
一
番
多
く
購
入
が
見
込

め
る
時
期
で
あ
る
春
景
節
（
二
月

〜
三
月
）
に
お
い
て
取
り
扱
い
た

い
と
い
う
声
が
多
く
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
時
期
に
向
け
た
販
促
活

【企業概要】
事業者名：株式会社マルヤ五洋水産
代 表 者：高橋　幸司
所 在 地：〒 986-0712
　　　　　本吉郡南三陸町志津川

北ノ又7番
Ｔ Ｅ Ｌ：0226-46-4237
Ｆ Ａ Ｘ：0226-46-4998

中
国
人
観
光
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

「
乾
し
あ
わ
び
」の
ギ
フ
ト
化
を
図
る

㈱
マ
ル
ヤ
五
洋
水
産
（
南
三
陸
商
工
会
）

経営指導員の声
鮮度の高いあわびを独自の技術で「乾しあわび」と
して加工することに成功し、輸出を展開してきました
が、震災前と震災後では取引先が大きく変わり、売上
を伸ばすためには新たな手法が必要であることから、
本事業に取り組みました。
販売先を変えた今回の取り組みは、常に経営力の向
上を意識した行動を取っている結果であります。
今後も事業の進捗を確認しながら、引き続き支援し
ていきます。
　　　　宮城県商工会連合会　　　

　サポーティングリーダー　鈴木　徹

小 規 模 事 業 者 持 続 化 補 助 金 活 用 レ ポ ー ト ⑦

１．事業概要
持続的な経営に向けた経営計画に基づく、小規模事業者の地道な販路開拓（創意工夫に
よる売り方やデザイン改変等）などの取り組みを支援するため、それに要する経費の一部を
補助するものです。

２．補助対象となり得る取組事例
①販促用チラシの作成、配布　②商談会、見本市への出展　③店舗改装　
④商品パッケージ（包装）の改良　⑤ネット販売システムの構築　⑥新商品の開発など

３．募集期間
平成28年10月末以降に募集が開始されます。
詳しい募集期間は最寄りの商工会にお問い合わせください。
※ご注意 　
本事業の申請に際しては、最寄りの商工会による「事業支援計画書」が必要となりますので、

　締切までに十分な余裕を持って、最寄りの商工会に早めにお越しください。

お問合せ・お申込み 最寄りの商工会へ 【持続化補助金地方事務局】 宮城県商工会連合会 ℡:022-225-8751

■小規模事業者の定義・・・従業員規模　

卸売業・小売業
サービス業（宿泊業・娯楽業以外）  ５人以下
製造業その他
サービス業のうち宿泊業・娯楽業 ２０人以下

■補助率等

※賃上げ、雇用対策、海外展開、買物
弱者対策に取り組む場合：100万円
※複数の事業者が連携して取り組む共同

円万005～円万００１ ： 合場の業事　
　　　　　  　（連携小規模事業者数による）

補助率  補助対象経費の２／３以内

補助
上限額

５０万円

宮城  持続化 検 索 http://www.miyagi-fsci.or.jp/

平成28年度補正予算

小規模事業者持続化補助金
10月末以降
募集
開始!

小規模事業者持続化補助金小規模事業者持続化補助金小規模事業者持続化補助金
小規模事業者が、商工会と一体となって経営計画に基づき 実施する
販路開拓に取り組む費用の２／３を助成します。

ギフト化を図った「乾しあわび」
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り
、
ま
た
、
加
工
し
て
も
美
味
し

い
蔵
王
町
の
果
物
を
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、
蔵
王
町
の
資

源
で
あ
る
果
物
の
Ｐ
Ｒ
に
繋
げ
よ

う
と
新
商
品
の
開
発
に
至
り
ま
し

た
。品

質
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
ド

ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
製
造
過
程
に
あ

る
と
考
え
、既
存
の
「
熱
風
乾
燥
」

に
代
わ
る
新
た
な
乾
燥
方
法
を
模

索
し
ま
し
た
。

解
決
の
ヒ
ン
ト
と
な
っ
た
の
は

前
職
の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
で
培
っ

た
知
識
・
技
術
で
あ
り
、
そ
の
技

術
を
基
に
「
減
圧
乾
燥
」
を
取
入

れ
た
設
備
を
自
社
で
開
発
し
、
ド

ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
製
造
に
取
組
む
こ

と
と
し
ま
し
た
。

新
た
な
取
組
み

を
実
施
す
る
に
あ

た
り
課
題
と
な
っ

た
の
は
「
資
金
手

当
」
で
あ
り
、
こ

の
課
題
を
解
決
す

る
た
め
に
、
平
成

二
十
七
年
度
補
正

「
も
の
づ
く
り
・
商

【地域未来投資促進事業】　1,001.3億円
中小企業・小規模事業者の生産性向上のため、革新的ものづくり・サービスの開発に加え、IT化による業務効率化や、
TPPも見据えた海外販路開拓などの新たな需要の創出も一体的に支援。尚、賃上げ・雇用対策に取り組む事業者や、最
低賃金引き上げの影響を受ける事業者の取組は重点的に支援。
　●革新的ものづくり・商業・サービス開発支援事業（ものづくり補助金）

・中小企業者等が第四次産業革命に向けて、IoT・ビックデータ・AI・ロボツトを活用する革新的ものづくり・商業・
サービス開発を支援　（補助上限額3,000万円、補助率2/3）

・中小企業者等のうち経営力向上に資する革新的ものづくり・商業・サービス開発を支援
　　　　　　　　　　　（補助上限1,000万円・500万円、補助率2/3）

　●小規模事業者広域型販路開拓支援パッケージ事業
　　小規模事業者等に、アンテナショップなどの販路開拓等を図る場を提供する取組みを支援。
【小規模事業者販路開拓支援事業】　120.0億円
　●小規模事業者持続化補助金

小規模事業者のビジネスプランに基づく経営を推進するため、商工会・商工会議所と一体となって経営計画を作成し、
販路開拓に取り組む費用を支援。従業員の処遇改善（賃上げ）を実施する事業者について補助限度額を増額すると
ともに、ITを活用した取組みを実施する事業者を重点的に支援。

（補助上限額50万円、補助率2/3） ※賃上げ、雇用対策、海外展開、買物弱者対策は補助上限額100万円

「平成28年度第2次補正予算」が10月11日に成立されました!!
経済対策を盛り込んだ平成28年度第２次補正予算が10月11日の参院本会議で可決、成立しました。経済産
業省関連総額5,880億円のうち中小企業関連予算は2,672億円で、その内、小規模事業者持続化補助金等の小
規模企業対策予算は、平成27年度補正予算より70億円増の170億円が計上されております。

当
社
は
、
平
成
十
三
年
八
月
に

遠
刈
田
温
泉
街
に
宮
城
県
唯
一
の

台
湾
茶
専
門
店
「
台
灣
喫
茶　

慢

瑤
茶
」
を
開
業
。
台
湾
の
農
家
か

ら
直
接
輸
入
し
た
無
農
薬
台
湾
茶

の
ほ
か
、
蔵
王
町
の
野
菜
・
果
物

を
使
用
し
た
ス
イ
ー
ツ
・
料
理
を

提
供
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
蔵
王

町
産
果
物
を
当
社
で
加
工
し
た
ド

ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
と
茶
葉
を
ミ
ッ
ク

ス
し
た
フ
ル
ー
ツ
テ
ィ
ー
は
、
観

光
客
や
地
元
消
費
者
か
ら
大
変
好

評
を
得
て
お
り
ま
す
。

今
回
、
当
社
の
主
力
商
品
で
あ

る
フ
ル
ー
ツ
テ
ィ
ー
に
含
ま
れ
る

ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
品
質
を
改
善

す
る
こ
と
で
商
品
力
の
向
上
を
図

自社で開発した「減圧乾燥器」

も
の
づ
く
り
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
新
展
開
支
援
補
助
金
認
定
企
業

減
圧
乾
燥
設
備
を
開
発
し

ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
品
質
を
改
善

台
灣
喫
茶　

慢
瑤
茶
（
蔵
王
町
商
工
会
）

業
・
サ
ー
ビ
ス
新
展
開
支
援
補
助

金
」
に
申
請
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
申
請
に
向
け
た
事
業
計
画
づ

く
り
に
お
い
て
は
、
自
身
の
想
い

や
自
社
の
現
状
把
握
に
始
ま
り
、

本
補
助
金
を
如
何
に
事
業
に
活
か

し
て
い
く
の
か
等
に
つ
い
て
、
蔵

王
町
商
工
会
・
県
連
合
会
・
よ
ろ

ず
支
援
拠
点
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
も
と
に
整
理
を
行
い
な
が
ら
申

請
書
を
作
成
し
、
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

八
月
に
は
試
作
機
が
完
成
し
た

も
の
の
、
稼
働
試
験
で
新
た
な
課

題
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
現

在
は
、
改
良
点
の
整
理
を
行
い
な

が
ら
減
圧
乾
燥
設
備
の
完
成
を
目

指
し
て
お
り
ま
す
。

【企業概要】
事業者名：台灣喫茶　慢瑤茶
代 表 者：佐藤　雅宣
所 在 地：〒 989-0913
　　　　　刈田郡蔵王町遠刈田温泉本町 14
Ｔ Ｅ Ｌ：0224-34-4218
Ｕ Ｒ Ｌ：http://massade7.wixsite.

com/manyaocha
Facebook：https://ja-jp.facebook.com/

ManYaoCha/

主な中小企業・小規模企業対策関連予算

Facebook：https://ja-jp.facebook.com/
ManYaoCha/
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コ
ン
テ
ス
ト
で
、
菅
原
商
工
会
長

自
ら
が
震
災
か
ら
の
復
興
と
し
て

「
誰
で
も
が
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
は
な
い
も
の
か
」
と
考
え
た
事

業
で
す
。

毎
回
応
募
さ
れ
た
多
種
多
様
な

料
理
を
み
ん
な
で
食
べ
て
地
域
に

広
め
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
継
続
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

審
査
は
、
レ
シ
ピ
と
写
真
に
よ

る
一
次
審
査
、
次
に
審
査
員
の
試

食
に
よ
る
二
次
審
査
、
そ
し
て
最

終
審
査
は
、
本
吉
地
区
で
行
わ
れ

て
い
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
本
吉
産

業
ま
つ
り
」
会
場
で
の
一
般
来
場

者
百
名
の
試
食
に
よ
る
投
票
で
グ

ラ
ン
プ
リ
を
決
定
し
て
お
り
ま

す
。最

終
審
査
で
は
、
試
食
で
使
用

し
た
割
箸
の
投
票
に
よ
り
決
着
が

つ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
さ
す

が
に
最
終
審
査
と
も
な
る
と
一
般

審
査
員
も
甲
乙
の
判
定
が
難
し

く
、
一
本
差
と
い
う
僅
差
で
グ
ラ

ン
プ
リ
・
準
グ
ラ
ン
プ
リ
が
決

ま
っ
た
年
も
あ
る
な
ど
、
毎
回
地

域
の
素
材
を
上
手
に
活
か
し
た
素

晴
ら
し
い
料
理
が
出
品
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

三
回
目
と
な
る
今
年
度
は
、
よ

り
内
容
の
充
実
を
図
る
た
め
、
作

品
テ
ー
マ
を
「
ス
ー
プ
」
に
限
定

し
募
集
を
行
っ
た
結
果
、
二
十
六

作
品
の
応
募
が
あ
り
、
十
月
二
日

の
二
次
審
査
で
五
作
品
に
絞
ら
れ

ま
し
た
。

最
終
審
査
の
舞
台
と
な
る
十
一

月
六
日
開
催
の
「
本
吉
産
業
ま
つ

り
」
で
は
、
暖
か
い
ス
ー
プ
を
求

め
、
作
品
ブ
ー
ス
に
長
蛇
の
列
が

出
来
る
の
が
非
常
に
楽
し
み
で

す
。

今
年
度
、
柴
田
町
が
地
方
創
生

加
速
化
交
付
金
事
業
（
七
千
八
百

四
十
六
万
円
）
と
地
方
創
生
推
進

交
付
金
事
業
（
三
千
五
百
九
十
万

円
）
を
国
か
ら
採
択
を
受
け
た
こ

と
か
ら
、
柴
田
町
商
工
会
で
は
、

こ
れ
ら
交
付
金
で
創
設
さ
れ
た
補

助
事
業
を
活
用
し
、
地
方
創
生
に

向
け
た
取
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

て
い
る
。

ま
ず
、「
地
方
創
生
加
速
化
補

助
事
業
」
と
し
て
、
家
主
と
店
舗

を
借
り
て
い
る
事
業
主
の
間
に
家

守
（
や
も
り
）
と
呼
ば
れ
る
店
舗

改
装
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
入
れ
、桜まつりで開催した「うまいものマルシェ」

二次審査の模様

昨年の一般来場者による最終審査

今
年
で
三
回
目
の
開
催
と
な
る

料
理
コ
ン
テ
ス
ト
「『
食
』
お
ら

ほ
の
一
番
グ
ラ
ン
プ
リ
」
は
、
現

在
、
二
次
審
査
を
通
過
し
た
入
選

者
に
よ
り
、
グ
ラ
ン
プ
リ
（
優
勝

賞
金
三
万
円
）
の
獲
得
を
狙
い
、

最
終
審
査
に
向
け
た
最
終
調
整
に

入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
新
た
な
郷

土
料
理
の
創
作
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
地
元
の
豊
か
な
食
材
を
活

用
し
た
一
般
住
民
参
加
型
の
料
理

店
舗
の
価
値
を
高
め
る
改
装
等
に

つ
い
て
学
ぶ
「
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ス
ク
ー
ル
」を
開
催
し
て
い
る（
年

十
回
予
定
）。

ま
た
、
桜
ま
つ
り
等
の
機
会
に

地
域
の
物
産
等
を
広
く
紹
介
す
る

た
め
の「
う
ま
い
も
の
マ
ル
シ
ェ
」

の
開
設
と
、
柴
田
の
名
産
品
で
あ

一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
て

地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み
を
開
始
！

柴
田
町
商
工
会

地
域
資
源
を
活
用
し

新
た
な
郷
土
料
理
を
創
作
！

～「
食
」 

お
ら
ほ
の
一
番
グ
ラ
ン
プ
リ
～

本
吉
唐
桑
商
工
会

る
柚
子
や
桜
等
を
活
用
し
て
商
品

化
を
目
指
す
「
ふ
る
さ
と
商
品
開

発
事
業
」
も
手
掛
け
て
い
る
。

更
に
「
地
方
創
生
推
進
補
助
事

業
」
と
し
て
、
ま
ち
ゼ
ミ
の
発
祥

の
地
で
あ
る
愛
知
県
岡
崎
市
の
松

井
洋
一
氏
を
講
師
に
計
三
回
の
講

習
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
二
月

に
は
実
際
に
「
ま
ち
ゼ
ミ
」
も
開

催
す
る
計
画
に
あ
る
。

ま
た
、
当
商
工
会
の
情
報
委
員

会
が
運
営
し
て
柴
田
の
美
味
し
い

も
の
を
紹
介
す
る
「
う
ま
い
も
の

グ
ル
メ
紹
介
サ
イ
ト
」
の
開
設
、

柴
田
名
産
の
鉢
花
の
「
ブ
ラ
ン
ド

化
事
業
」
や
、
十
二
月
に
開
催
す

る
「
し
ば
た
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
２
０
１
６
」
と
併

せ
て
開
催
す
る
「
花
マ
ル
シ
ェ
」

等
の
イ
ベ
ン
ト
事
業
も
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

商
工
会
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で

に
は
で
き
な
か
っ
た
事
業
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
る
い
い
機
会
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
も
町
と
連
携
し
、

地
方
創
生
に
向
け
た
商
工
会
の
役

割
を
担
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
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宮城県多重債務無料相談会を開催！宮城県多重債務無料相談会を開催！
多重債務問題に対応するため、事業者の方の無料相談会を12月に開催します。

●相談会日程
開催日 会場 定員 相談会の内容

12月 1 日㈭ 県気仙沼合同庁舎 4名
■相談会は、午前 9 時30分から午後 4 時30分まで
■相談時間は、1 人あたり原則 1 時間30分とします。
■当日は、宮城県よろず支援拠点のコーディネー

ター等からアドバイスを受けられます。

12月 2 日㈮ 県大河原合同庁舎 4名
12月 3 日㈯ 県庁 4名
12月 4 日㈰ 県庁 4名

●申込方法（事前予約制）
　　東北財務局金融監督第三課　電話　022−266−5703
　　予約受付時間　午前 9 時〜正午、午後 1 時〜午後 5 時（受付期間11月 7 日㈪〜 25日㈮）
●主催　宮城県多重債務問題対策会議
●後援　宮城県市長会・宮城県町村会　　　　●協力　宮城県商工会連合会・仙台商工会議所

労働者（アルバイトを含む）を1人でも雇っている事業主は、労働保険（労災保険・雇用保険）に加入する
義務があります。（農林水産の一部の事業は除きます。）

労働保険の加入手続を行っていない事業主の方は、速やかに、最寄りの商工会にご相談ください。

事業主の皆様、労働保険の加入手続はお済みですか？

〜 11月は労働保険適用促進強化期間です〜
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事
を
目
的
と
し
て
お
り
、
二
十
三

回
目
を
迎
え
た
今
回
は
、
本
県
青

連
が
主
管
と
な
っ
て
開
催
し
た
。

初
め
に
主
張
発
表
大
会
が
行
わ

れ
、
東
北
六
県
・
北
海
道
の
各
代

表
者
七
名
が
、
青
年
部
活
動
の
中

で
自
分
自
身
が
気
付
か
さ
れ
た
こ

と
や
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
な

ど
将
来
を
担
う
の
は
自
分
達
で
あ

る
な
ど
熱
弁
が
振
わ
れ
た
。

審
査
の
結
果
、
本
県
代
表
の
及

川
善
弥
君
（
南
三
陸
商
工
会
青
年

部
）が
見
事
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、

十
一
月
八
日
、
福
島
県
で
開
催
さ

れ
る
全
国
大
会
に
東
北
六
県
・
北

海
道
の
代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

次
い
で
、
全
国
商
工
会
青
年
部

連
合
会
相
談
役
も
務
め
て
い
る

（
一
社
）
ビ
ズ
．
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
理
事
長
の
宮
本
博
史
氏
を

講
師
に
迎
え
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ

ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
」
と
題
し
講
演

が
行
わ
れ
、
疲
弊
し
て
い
た
地
元

の
商
店
街
を
宮
本
氏
が
中
心
と

な
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

の
手
法
を
用
い
て
復
活
さ
せ
、
年

間
数
十
万
の
観
光
客
が
来
る
よ
う

に
な
っ
た
取
組
事
例
を
紹
介
し
、

若
者
が
必
死
に
な
っ
て
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
や
考
え
方
に
つ
い

て
熱
く
語
ら
れ
た
。

そ
の
後
開
催
し
た
交
流
会
で

は
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
情
報
交
換
の
輪
が
広
が
り
、
異

業
種
の
交
流
の
場
と
し
て
本
研
修

会
は
盛
会
裡
に
終
了
し
た
。

続
い
て
県
女
性
連
相
澤
き
よ
の

副
会
長
が
、
未
来
に
向
け
た
女
性

部
活
動
宣
言
・
意
見
表
明
を
行
い

「
こ
の
五
十
年
を
新
た
な
出
発
点

と
し
て
、
新
た
な
飛
躍
と
『
愛
す

る
宮
城
』
の
明
日
を
築
く
推
進
者

と
し
て
今
後
と
も
行
動
し
て
参
り

ま
す
」
と
力
強
く
宣
言
し
た
。

第
二
部
の
昼
食
を
兼
ね
た
「
懇

談
会
」
の
後
、
第
三
部
で
は
、
㈱

日
本
レ
ス
ト
ラ
ン
エ
ン
タ
プ
ラ
イ

ズ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
齋
藤
泉
氏
を
講

師
に
招
き
、「
ま
た
あ
な
た
か
ら

買
い
た
い
！
カ
リ
ス
マ
新
幹
線
ア

テ
ン
ダ
ン
ト
の
一
瞬
で
心
を
つ
か

む
技
術
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
記
念

講
演
会
を
開
催
。
講
師
か
ら
は
、

毎
日
の
仕
事
の
変
化
に
対
応
す
る

た
め
に
心
掛
け
て
い
る
こ
と
を
、

実
際
に
あ
っ
た
お
客
様
と
の
や
り

取
り
を
例
に
挙
げ
て
お
話
し
い
た

だ
き
、
参
加
部
員
は
乗
客
の
ニ
ー

ズ
を
敏
感
に
察
知
す
る
き
め
細
か

い
接
客
術
に
興
味
深
く
聞
き
入
っ

て
い
た
。

最
後
に
県
女
性
連
塩
澤
洋
子
副

会
長
の
閉
会
の
挨
拶
に
よ
り
、
本

事
業
は
盛
会
裏
に
終
了
し
た
。

及
川
善
弥
君（
南
三
陸
）

最
優
秀
賞
受
賞 

全
国
大
会
へ

︱
東
北
六
県
・
北
海
道
商
工
会
青
年
部
員
主
張
大
会
︱

第
二
十
三
回
東
北
六
県
・
北
海

道
商
工
会
青
年
部
員
交
流
研
修
会

並
び
に
商
工
会
青
年
部
主
張
発
表

大
会
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
が
八
月
二
十
五
日
、仙
台
市「
江

陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」を
会
場
に
、

東
北
・
北
海
道
の
各
地
か
ら
、
本

会
青
年
部
員
百
十
二
名
を
含
む
約

四
百
五
十
名
の
参
加
の
下
盛
大
に

開
催
さ
れ
た
。

本
研
修
会
は
、
商
工
会
青
年
部

員
を
対
象
に
、
部
員
相
互
の
交
流

を
通
し
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
と
部
員
の
資
質
向
上
を
図
る

宮
城
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

で
は
、
昭
和
四
十
一
年
の
創
立
か

ら
、
今
年
度
で
五
十
周
年
を
迎
え

た
こ
と
を
記
念
し
、
去
る
九
月
二

十
八
日
㈬
に
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
仙
台
を
会
場
に
、
県
下
商
工

会
女
性
部
員
約
百
九
十
名
参
加
の

も
と
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
を

開
催
し
た
。

第
一
部
「
記
念
式
典
」
で
は
、

功
労
者
表
彰
と
し
て
鈴
木
仁
和
子

前
県
女
性
連
会
長
（
河
南
桃
生
）

と
、
各
商
工
会
女
性
部
長
か
ら
推

薦
さ
れ
た
女
性
部
活
動
に
顕
著
な

功
績
の
あ
っ
た
四
十
九
名
の
部
員

に
対
し
、
県
女
性
連
菊
池
秀
子
会

長
よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

「
愛
す
る
宮
城
」の
推
進
者
と
し
て
、

未
来
に
向
け
て
新
た
な
飛
躍
を
誓
う
！

︱
県
女
性
連
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
︱

交流研修会の様子

開会の挨拶をする菊地会長

熱弁をふるうカリスマアテンダントの齋藤講師
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